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文化財を守ろう
　

１
月
26
日
の
文
化
財
防
火
デ
ー
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、
各
地
で
消

防
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

安
下
庄
の
長
尾
八
幡
宮
で
は
、
１
月
22
日
、
本
殿
裏
の
林
か
ら
出
火

し
た
と
の
想
定
で
、
地
区
の
消
防
団
と
東
消
防
署
員
が
境
内
の
池
か
ら

水
を
引
い
て
消
火
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
殿
か
ら
は
文
化
財
を
運

び
出
す
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
１
月
26
日
は
、
日
見
の
西
長
寺
で
消

防
訓
練
が
あ
り
ま
し
た
。
国
の

重
要
文
化
財
木
造
阿
弥
陀
如
来

坐
像
を
安
置
す
る
西
長
寺
で
は
、

地
区
の
消
防
団
や
東
消
防
署
員
、

地
域
の
住
民
が
協
力
し
て
訓
練

を
実
施
。
池
か
ら
水
を
汲
み
、
バ

ケ
ツ
リ
レ
ー
で
初
期
消
火
に
努

め
ま
し
た
。
最
後
に
消
火
器
の

使
い
方
の
説
明
を
受
け
て
、
消

火
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

【
相
談
】

　

ア
ナ
ロ
グ
周
波
数
変
更
対

策
の
は
が
き
が
き
て
い
た
が
、

事
業
者
が
来
て
ア
ン
テ
ナ
・

ブ
ー
ス
タ
ー
の
工
事
を
し
て

帰
っ
た
。
後
で
何
か
請
求
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
か
。

【
処
理
】

　

総
務
省
が
行
っ
て
い
る
ア

ナ
ロ
グ
周
波
数
の
変
更
工
事

で
あ
り
、
不
審
な
も
の
で
は

な
い
こ
と
、
ま
た
、
一
般
家

庭
の
場
合
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
設

定
等
に
必
要
な
費
用
は
無
料

で
あ
る
と
伝
え
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

山
口
県
で
は
平
成
18
年
に

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
開
始

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
一
部
の
地
域
で
は
、

現
在
使
用
し
て
い
る
チ
ャ
ン

ネ
ル
の
再
設
定
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
費
用

は
国
が
負
担
す
る
こ
と
と
な

っ
て
お
り
、
一
般
家
庭
に
請

求
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
使
用
し
て
い
る

ア
ン
テ
ナ
に
よ
っ
て
は
、
ア

ン
テ
ナ
の
一
部
取
替
や
受
信

方
向
の
調
整
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
工
事
を
依
頼
し
て
い

な
い
も
の
に
つ
い
て
、
事
業

者
が
料
金
を
請
求
し
て
く
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
突
然

訪
問
し
、「
工
事
を
す
る
か
ら
、

工
事
代
金
を
支
払
え
」
と
い

う
事
業
者
に
は
注
意
が
必
要

で
す
。

※
ア
ナ
ロ
グ
周
波
数
変
更
対
策

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

山
口
地
域
受
信
対
策
セ
ン
タ
ー
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地上デジタル放送への移行に便乗した
架空請求に注意
　　相談は　山口県消費生活センター
　　　　　 ☎０８３（９２４）０９９９

長尾八幡宮
（西安下庄）

西長寺（日見）

３月１日㈬から３月７日㈫は
平成１８年春季全国火災予防運動です

あなたです火のあるくらしの見はり役

※３月１日午前７時にサイレンが鳴ります。
火災とお間違えのないようお願いします。

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント
○寝たばこは、絶対やめる。
○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
○ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
○着衣着火を防ぐために寝具や寝間着等は、防炎製品を使用
　する。
○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器を設置する。
○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力
　体制をつくる。


